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〈研究紹介〉

高速気流総合実験設備について

ヰ:筒科学研究所半島桂

113 迷気流総イ'f" ')~!脆， i生 Wi (以後は尚 i車胤 ~lliJ と凶作+:，;)

は空気 1J"I 研究のための共同和l附設iii; で. ~i~1実

験械に収存さ ilています 本設備は1I({fU63午!主末

に処ぷ完 f 以後 y ステムのハ ド及びソ 7 トの

山村t と，捌桜花ぴにイ~!~{~筒所の改修のためのぷ験

辺和、む i怖i <一段部 L. 愈々本年度卜半mlから )1，同

千'1m を尖地すべ〈説先その準備が進められていま

す 本仙では高速風洞設備の概要を問中に紹介 L.

設i~i干1] )fJ の際の参与に供したいと思います。

ロケ γ トやm期H.j.o'!専が大 ~\rp を飛行する場合と

等価な気流を実験宅て'実現し悦引をやIi入してそ

れに働 UE力 常気}j の ;1\11定や流れ.t~jの観il!11等を

if う y ミュレ -y ヨン実験装;Eが風a'l て'あります，

ti述雫5<UJ ・ 7・て"!:J:. ~i1"1尖験と尖飛行との|削の流

体現象の'.'f f耐性を[呆。証する主安な相似ハラメタは

7μ、数 M(=V/n) とレイノルズ数Re (=ρ VI

/μ) と Jすえており。十iii /"iーは i~[休の圧制(i1'lの却J栄を.

また 1主将は粘性の企'!J米を"、しています。但し . V.

a , L はそれぞれ述lえれ速.物体の特徴tえさをー

またρ.μ(:J: inU.j.oの"/i\'J!1と利I性 1嘉数を店、i床します。

般的に.悦引の l 法がゾ、機に比較して非常に小

さいのでー特別!の I~夫無しにレイノルズ数を frわ

せることは鋭的て附矧であるため. l'胤刷ではレ

イノルズ数の相If以刊は i記 ~ll されていません

，~':i j主 1武 il"l設備は雫%減t，出品 澄/'，: j主風州·Afl庁

j生風IW.立ぴJ十 ilil]装 iE て'構成されています 1向l胤 i~~

はfJ\'1巨行述から趨 t丘:I~ j述生まてでeの広い7

tほ1ぱ，述坐続{的「内Jに力ヴア一して Jお云 I) • いずれ1， 1口・3L州

の 1:':j l-t~'1:~\を断熱膨張させて流体を lmj生する所"目

l吹下ろし 319 です。各風洞の.WI>.ε部・J'iLと刊能以ぴ

可i~~・，ih1111 耳1 日をぷ l に嬰約します

4<胤i同の田川i}j h式には特に技術的祈味はあリま

せんが.省エネ l止びi'I力 Itのために吋能な I~i I) 屯

m理ilnl御による自動化と ltii直化を'持八した山でhi

羽rJ'¥I~:;j 述 l風洞と去えます) 'I~·.λ. 主 lilj としては実

験内自身て" J瓜洞逆転を行うことを Ijii 従に、 j! 恥J~;

11' のNt!略化と安全性的 ur Jij~~に卜分配慮して 1&rll さ

れています ω
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表 T 風洞測定部寸法と性能及び計測項目

遷音速風洞 超音速風洞

i1111 辺;'11)断而寸法 60cmx60cm 60crnx60cl1l

"7 ':J ハ数値問 0.3-1.:1 1.5--1.0

気流持続時!日 l 30 秒以↑ 30 秒以上

ピ y チ f'J 範囲 ｱ15皮 ｱ15度

ロ ノレ ifJ i施!日| 士 180皮 ｱ180皮

王製計品III rfl 円 6 分力試験， I土力分布、官度分布

;品 J且分布。 ifiUljt"円光γ(I~J観測等

-ブームと11]'ばれる現象です。

;(if高 i生風洞とは刈 llii 的に噌選{Li車胤州では illiJ定

msに実現している流れに対比寸る一線流の"'7 '/ハ

数を百: (r'u:に iFI市Iiし得る決定的 }J法がないと云う雌

点、がありますが，紙 1Mの行[If干上その理l主!の説明は

省略します。 I沈有:のデータや経験を参巧にしてi並i

I;IJ と i目、 h iL る }Jtt を判定的に 1*用し.M加し試験結

"*の村上l げと検，吋を i邑して"7 '/ハ数の1;]刺l惜を lf71

める改務裁を探るのが通市のやり方であり.それ

11&に，他l乱 il ，i] のデータとの比較は市型!な立l味を持

ちます。|苅 l は瓜j同検定 IIH~{i牲が:引として使用さ

れている AGAI{j) -C険引に [~Jする 6 分力式験の料2

%:のうち ， M=O 自自における H，)力係数の迎角に付

図 1 揚力係数. AGARD模型. M=0.88

8 o:(deg)124。4
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I<:1 dV 号以は， J!乳洞剖 II定都における気流の一様性

が良肝であることを雌認するために ， M=2.2 に設

定された ilti 品述!孔洞て日出店長したヰ迎角の AGAIW

日以 It~ ，ニ|期 1 るシュリーレン写只です。ニの校中 l

は超音速風恥 iの検定に使 JTJ; される I~ilt 校!日でー先

端的尖った MI 対科、のゆ|休と i~!f '"、ニ角拠てー桃成され

ています。 moJ 休光端に十 l 泊した品、**や誕前 t止に i{~

ってイげ fする功、総は i酎 'I供波であり‘日 1'1 休前 1m や尾

r¥l;に存点する t，:J:[ 犬に広がった-， Ji ぃ書 [I 分は膨張法て"

す。 nf 変形状ノズ jレを使用した場介にはー"凶版部

下流の膨 1t~11[) て'''9t~1 した{乱日 L波の波 n~ しが 1 分に

l九七吐きれ慨し、と云う蜘[山があるために.制定庁 II の

ふ/ユリーレノ画像には iff 惜波やす， J I"、 Hi ，f;Li庄の姑 1ff

を立味する fff: I明な斜線や i~1 ゎ、斜めの糾十日械が矧々

観主をされます。然しなが句 IJ:芯深〈観察すれば

丸1'1' <WiStに虫j ぃ -k·J の fW刊誌波がilliJ定部の上流側

に t認められることを除いて号ぷ剖\;"5:正，の l出ilffは台

関な一様ilkの尖」見を ">]7J、しており， 1+.力分イIi' の測

定結米からも仁ill.1｣,fiL i，止は実告が無い flU正に込甘 い

ことが椛必されています。 I，'ill'.\ 恥!の <"I ハ数がJZ

L 、 J"J)j イトにも ほぼ [，ill.品の針決が何られていますの

fhn主ですが‘ i'] 治 iff" i'!波の If; 状を門店、深< ~JI'~で

すると，それは I{"似て闘なく下流に行くにつれて次

第に勾配が小さくなっていることが下 IJ リます。こ

れは州市iの IIII~車内[I表 ffrj から出発した膨録法が付7{j

Hii幣 ill;，に順次追いつき，寸 1止して 1両製波を減戎さ

せるためです。 [，iJ litの収集が完成j-jの場合も起こ

りますが.悼I撃波が|分に減点しないまま lliK に

到達すると守その lit] 後にイI イEする大きな不連続的

圧力変化のために我々は突然「どかん J と μ う獅

('I に汚カ‘さ it ることに主リ. こ i Liウず rvr ，WI 、/ニ'/ ;;
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する変化を市しています。閃に川匂かな如く.他

風洞のデータとの一致刊は極的て良好であリ、 1血

のマッハ数に IMI してもほぼ同様の結決が糾られて

いる 'IV!:: を仰J楽して、ノド巡白述風制の ililllJ::データ

のイ)対J'門には特に Bfj叫が無いと考えられます。 7

y ハ数の f ， itnfl:i;t今後い1年Il-I J をかけてj;)，託する，巴

吹がありますが. flU"fl!!が大幅に変史される懸念

はありません。

高速胤il，!.没 Wiは進11T述 f止ぴm l1:j止風洞尖験以外

に以下に述べる 4持イl一能 )j を持っています。 n~ ち.

皿u同期元副J川の空気i開設備はその本来の II (I(j以外に

大 l止の ~']jl主乾燥常災(約1OれFE. 1700111" 似点ー

験IT!の計，l\Il装;0:としてi\l\j~i した術品的中には研'先

宅で購入が芥坊でないよフな日制な;\!II'，J::j幾球阪が

縫っか台まれています( I司法ヴィデオ.大口 f干ン

ュリ レノ.ジセイアント パルス・レーザ，光

学式JI'接触変 f~ljl 守)。胤洞実験に支121 がない[:1， I) 、

これらの機;訴を W !YIK:Jであれば所内の研究主に n

LH-\ すことが可能です。 Idρ尚f士臼，'ji述生 l風武洞設 f~術t柑HのT符守瑚理G~連E用

の尖I務'ijlは主 't'l出ii工プ

た I尚口向"J}.述虫主気k流総f介干γ，夫土験設1備曲t管才 j'j!叩E辺l巨i'悩肖 f会~j員l 会 (じJ凪科称、胤

i澗阿 f委~i以i 会)が判勺していますので' 叶 'J n-j生設備の相1

Jl1を i卸希望の|;摂にはあらかじめヒ記委 l~ 会(内線

3281)へ耐 l相談下さ L 、。

40'C) のfJl; ~[~i lJ ;t として刈!日 rrfli~ て'す また I，凪 M~ (からしま けいいち)

抗日………………ーヲ

科学衛星シンポジウム

1111 与 ‘ I' 成記年 7 n12L1(,f;)-14 RII:I

場所 'j<'li·j 州予 fill 究}争 r本館 21 明会議 J:V;

問合せ光・下 Hi 科学研究所研究協力 I~'*:!tll ・l 州 III 係

0427(51):1911 I 内 2234. 2235)

一一一》む*宇宙科学長期計画検討会

同 IUS ¥I 5H14 ・ 15の帥j Jj. 'j': 山科下長期 l

f 事情 H
~主三 '!:;d) ,j h，l·i村t;;-·t会がm-Iかれた。二れは. M-

vm ロケソトの開発，n 丁、を !YIに 'j:'lid ドF 研究所町

長!YI i成時の別立を同指すもので‘今凶はその部 I

M と似凶づけられている。会は. 'j-:Hi ム"t: ， 宇 Hi

1' 11 乍句。 j':Hi 和l川の 3 分別について.政数のスピー

カーによる将米展望・悦;j"な句ぴに 'i'tlt の If ，で進

められた。 'j': HiJ.: ..t にあっては， M-V 引の封 i介の

ほか. 1守 4と咋 1輸送 y ステム.明 }j 制動技術.宇 'Ili

ロボティ 77 ，浮について民守 Jが述べら t し宇宙J'l!

..t では M-V 叩!円相 I lI l を念 ~fil ニおきつつ句 Il!lJ ;R ',3

1 ， 1. と太防系プラ丈?のfI"f ならびに 'j':'dil到の料'7

の分舶の Fで.計ドIriプ?'，ITtられた。次いで新しい分

野である下'山手II III につき.本，If究fiJrの*たすべき

i宜却lについて悦三があって.li立後に似L3告cjニ:Hi1'-'7"

委 IH ふ HI 'i "j-:j 占周!:"f.: ~Ut 正による総 tli を以って

会を終 f した (松陪弘殺)

宇宙利用シンポジウム

All 与、 F成 2 年 7 Jl1 6I'1( III-17 Jj I刈

場 ';)i Jj4:";:術会議

月・惑星シンポジウム

H時、 I' I.此 2 年 7 Jl9L1(1 1ト 11 JjI，付

場所 'j': 'ri"j 科・ 7 研究所本店 r~ 21; 苛会 s議場

合第 17 回 ISTS 開催される

さる 5 ~121n (lIl -25 トII 付，点点、. "11
1
1 川の r，可輪プ

リンスホテルにおいて.部 17["IISTS ('j':'di 技術と

千十 J の1£11:$ ;.，-ノポジウム)が 1m か j し 18 ヵ [J ，Iから

約 1000 名が参 1m した。初 H は|刷会式の後. ;-.Jational

SpacePrograms(世界待問・作険 l羽のれ I.lli) が

発丑えさ t し 2 Jjl'!からはセ '1:;/ ョンにう〉か it て骨 i

~~r .lHlt曲が行われた。 Nat 川nal SpacePrograms

においては，今年は特にノルウェーやスウェーデ

ンを初めとする r ， j 前大 [J ，IJ でない悶々の計 l凶が

大きな iL l'!を集めた。学術セソンヨノでは‘ JI ，3

JI}.~f f. lj十 ~Iil ，宇'山愉 ill システム. .j-:Hi ステ ンヨ

ン.微小 in. 力実験などの治文の担品なのが日屯っ

た。 {(I(j 川必五)

。
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タえ心な刊i;tl ・ IN ，詰iが民Hr.]された 3

すて"にこれまでの会議で.①地球科'''I 枝 Hiノぐネ/レ，

②教子I応用ノ、ネ/レ， '])'j:'Ji 利 'γ: ノ、不ノレという 3 つ

のノ、千、/レが ti;t' 止されており.①はアビンド/

1989 年 2 !J)‘ノ〈ードイ;/ ~I. Iレ(オーストリア

1990 年 2 )1) の会，J;で.りIii、のよフなテー7 とそ

の卜のワーキノ 7 グル フカ九没It 打れ‘

のワーキンググループ的竹下 1·11 休が決められて川

0"

の μj 会のもとに、*第 3 回 SAFISY 開かる

1992 咋は句コロ/ブえがアメリカを;~!，~してか

り 5∞年 UI ニ当たる。ハワイ州 ILl，£{の|ド ~U~!~ スハ

7 ・マ Yナガ 1\ はこの年を ISY (IEIF~'j: 'd J 年

internationalSpaceYear) と名づけ. 人百 l グ)' j':

'd.i 川出 J を -IM~~ 以させる契機にしようと.

それぞれ

レーガ

出J を IJr·J Uf;している。

Cz) のノ、ネ jしは. ドーピル(fム・ 1990 年 2 JI)会

決でやはりりIi J忘のよーパニテーマとワーキ/クグル

ブが"止}しさ j しそれぞれのワーキ/ググループ

でどのようなフロジェク|をとリあげるべきかの

従来がなされた。([;に比べて.1'，' I今後発である。

長はその i/i1I1J的中 It 油化が co SP,\ H (.i:'Ji 刊III

fiji 究会 !-t 会)に会 I~ ，;，されており号 4、る 6 )1 のcos

l'i¥H総会(オランダ・ハーグ)て"の訴し 1~ 1，、が'土 11

!の :I\)~/ .iとなる。

ij(nil 会議ではミれらのハネルの Jr~ リ主 11 み ·ikilUJ'

tfl~~;され.今後のhJ l が Itt，議された。 ;j; I川町t:f Jlill

J也は、ノ述。(的川必'\)

/大統計 l を介して III 界に II 千び仙けた よの，耐えは

尖を結び， JJ I.{ Iill 界各|可でさまざまな i\I' ， jlill が進的

句れている ο その品川 11 }Jを!If進・ 1制 t'1:
4
1 る坊とし

て S i\ FISY (J SY についての 'j:'Jj 機|対 7 ィーラム)

が14t け '.J l. l ており守 j-: 'I 村 IJr·j)t に|則係している III:V~

の中 II 織刀、続々と参加してきている。すでに~~ 1I日l

ニユ ハンプ y べー(本・ 1988)町~~ 2[i-rl フラスカ

(fJl ・ 1989 )と I~(.Jか 1 しさる 5 )11 7t1(怜司 18

その~~ 3 凶 7 ォーラムが/r:; nt\ IH 際会

100

アィ

IIII} の l山iC I ，

ft't'\で Ililfii: された。

すでに l 地球脱出 IIJ が中心テー?に巡ばれてお

り‘ II 本からは，刊 7 技術 Ii ー 'j:'liilliJ)~ '1¥$111

'J-:Hi 朴7 研究所が II: JJl メ/パ として参加してい

る。今回の以前ワォーラムでは. 20 ヵ閃かり

i'，が参 !JIIL. フランスのキ :J. リアノ附'允技術大 !?1

IWG1 グロー I\} レ地球変動

「…一化の観測 1WG2 一出
トWG3 海洋の気候への影響

しWG4 オゾンホール

LWG5-
WG6 植生変化

WG7 海面温度

IWG8 極蛾氷圏, WG9 分野別デタの百科全書

LWG10 地球変化飽図帳

LWG71 尚一
WG12 地質自然災害

WG13 都市環 j寛計画

IWG14 教育 lこおける地球観測• WG15 教育における宇宙樽
LWG16 教育における宇宙通信

地球環境情報システムの試験

地球科学技術

専門家パネル

地球変化データ百科全

地図帳の作成
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*x線背景激射の空間的強度ゆらぎ

全天にほぼ一係に分布する X 線背対肱射がある

ことは. X 糾{天文γ の始まりから知られていた。

その起源については多くの議口市がなされているが.

少なくとも一部は.いまだ分解されていない X線

似(系外銀河等)からの州射の illね合わせである

と与えりれている。

X 棋大止:iifi)T' r さんが』は似々の同開大体の観

測の合1m にノ， ';!クグラウンドデ タとして、

ログにでている X線天体を含まない明の観測を行

っている。これを桝析してみると X線背対放射の

'J~Urrは型的場所によって有意にゆらいでいること

がわかった。未知のHEL 、 Xi強制が天球卜に多数分

イIJ していれば司それりの空|間的な組官は背呆放射

~llJ~のゆらぎとして観測されるはずである。この

立場にたって.観測された背京放射強度の分布か

ら.逆にそれに寄与する未知の X 線漏!の性質に位

々の制限を 1mえた。凶に示したのは「草んがJ の

パ y クグランドデータを解析し得られた X線似の

明るさ S と e全 tKHLf，;j主 N の関係 (]og N-logS 関係)

であリ可 xt JiH干 .m 放射に対する点源の詩与を知る

十て"屯←袋てす〉る。

次mix 端尺文衛 )I~·.A S'1 ・ RO-[) では X線望遠鋭に

よリ，これ句未知lの X 線iJj~を分解してーよリ直接

的に X 線背景 Iii射の起源に迫ることが期待されて

(f本国 {青)

*rひてん」の現状

「ひてん」は 3 月 19n の~"'I; 1 四月スウィングノ〈

イ以降も川Ii i調に JI~行を続けている。計S~:J ではいl

っていても日に接近した後、尖際に.liU!也 }.I，l~がそれ

までの倍近くの70万lim以上に到達したのを雌認し

いかにスウィングハイの効採が大きいかが尖

カタ

いる。

\
ノ

8

6

4

2

0

d

d

1

0

0

0

ハ
C

M
M

G
E

U
M

m

口

閉
刻V
緩
G
艇
袋

×
二

線n

o凶
m
p
M市
的

て，

!cl4できた。

「ひてん J は 3 月 30 円に大きな軌道の~'1 1 回遊

地点を通過し 4 月 6 日と 5 月 17 日にそれぞれ約

0.8m/s.3.9m/s の主主度修正を無*に終え.イ'定で

は 7 H10 日午后 7 時頃， )-J の前方*'"7 Ji 5 千，m を

通過して第 2 回スウィングハイを")フことになっ

ている。

ニれまでに 7 オール卜・トレラント型百|労機 (0

BC) を川いたエラ に対する耐刊尖験やパケ y

トテレメトリ の伝送実験も順l制に行われ‘また

ダスト・カウンタ (MDC) も， .!.fi iりして _.iJ!!l

]BJ に l-211Mの寸・街 J坐を検出している。

軌道が計 I III I他に近いため.燃料もまだ半分続っ

中iJL;丘 dlillii グループの1mて酬は単純に liijータ

イプのスウィングノ〈イを繰り返すのではなくて，

CHlTAl1の帆jEiを完全に悦脱することが可能弘

法地点 ]30 万kmに到達する軌道を組込んでみたい

との希望が山てきている。きりには来年エアロブ

レーキの尖験を予定通リ行った後ー

イら合めた iliJLj芭変~て'再度j[!:地内を上げ，地球と

月の電力斗'術点付近lこ集っているかもしれないヰ

市!会をダストカウンターで探る:長 L 汗」してきて

いる。

ともあれこれまでの IV<:功に%をゆるめること主

<, I期係者一同J生円のj栄伎の運用にIJK リ切って取

り組んでいる現状て"ある。(上杉邦憲)

*斉藤成文宇宙研評議員に勲二等瑞宝章

'I'成 2 年!支の#の叙動交章者がきる4 月 29 日に

党支さ札、 l低気T.学にJ);符iがあったとして，束中、

大'7名~}教授、寸:hi科学MlJ'E所評議只である斉藤

成止;先生に助二等端iとよぷがU~ られました。

(高t:~義昭)

スウィングノ〈

ており.

'010lO"l4 1013 lO"l2 10

"叩同 VのX織強 IDS (ergan-'s-')

X線源の明るさと空間密度の関係

"10
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*SOLAR-A一次噌合わせ奮戦記

4)] 初めより SOLAR-Aの一次鴨合わせ式験が

C練 l 階クリーンルームで行われている。順調な

すべリだしを見せた式験 bI正源ノイズを初めとす

る純々の問題て'数度中断を余儀なくされた。その

しわ寄せのため.連夜 IO時， II時までの作業がつ

づき試験計画は 3 8 と持た主い有様である。とに

もかくにも.現イt:J1止終段附の試験に人っている。

SOLAR-Aでは。いわゆるコンピュータ搭，I在機

持が多<.パ'/ 77 ，'1 プ系を含めると 9 つのマイ

クロプロセ y サを使用している。一方.地 L:J式験

系においては 2frの試験用ミニコンを'I'心に各政

調rl~~用の7 イ 7 ロコンビュータ. 日本勢・本|五|勢・

英国勢のコンビュータが取り凶んでおり.さなが

らコンビュータ対コンピュ -7の試験である。数

多くの7イ 7 ロプロセ y サを拡載している|瑚係上.

そのプログラムのパグや周辺凶路の阿佐iL if-(州

ている図今 luiの試験て4これらの発}H しくは解決

をjIj!らせた~凶に術援是正刷試験 III ミニコンのトラ

ブJレがある。それこそムか Fかの大脱出J となった。

‘IH自の機能雌認試験のill要刊.を痛感した。

税ti: nmの遅れは 2 週1111はどてωある。 'r'ill合わせ

J式験む終盤をむかえ.各機at::で発生した大小的問

題の解決の方向にある あとは.一次哨合わせ総

合ぷ験をのリきるのみ。半分析リの心筑である。

(lJII~極的{雄)

*平成 2 年度第一次気球実験

平成 2 .11三度第一次気球実験は， 5)1178 より三

|控大気球観測所て'尖施され，以下の 3 機の気球実

験が行われた。

第 l 号機である 1315-73 気球は， 5}I208 午前 7

時45 分に肱 fぶされた。この~~f; Rの~ (11 は、大重な

観‘ WJ llii:を安定に 1直球するための放球技術の開発で

あり，1. 2 卜/のペイロードを捲， I在した。改良した

お式による}直球作たは順調に行われ.気球の JI~ 測

も安定しており.夫験は所 lYI の H( 内を達すること

ができた。ド ;J 純の実験は.平成 Jじ年 l止にら 2 1J:01実

施して成功しており.再維認をL!(内とした今岡の

実験の成 J}j により、大量以観測綜を安定に放 I;R す

るための Ii 式を雌立できたと考えている。

第 2 号機の 13 ，仰 -60 気球(;j: 5f]30818 時 12 分に政

球された ニの気球の H 的は.炭，f;イオンの i主品、

外スペクトル線の強度分布を，銀刈 l(tIの広いも ，Ii)，或

について観測しようとするむので，世界で初めて

の試みとしてその成米が j制作された。しかし)直

球寸前になって地上の風が突然強くなりー気球が

激しく採まれた。この時町フィ Jレムの 部がIi! fj]j

を交けたらしく.気球は高度 IOkm で r，'}l がスト y

プしてしまった。そこでやむなく Jlt tJ J を中断 L ，

観視 rJ~;:: をハランユートで海|に降下させた。 +f 水

位置は三陸 i'I'GOkm ほどの遠 h となってしまったが.

\00\ 収のため Hi 航した船舶の協力を'主け，無事発見.

回収できたことは不幸中の+ーいであった。

~'\ 3 号機である B拍ー 34 気球は.

GH4H711 ね0分に政球された。

この気球の U 的は.液体ヘリウム

で冷却された{f ~7iに成府 1M 大討を

L1 度目 IJ に 11 ，1 .\1* 取することである。

本実験は， 111 1-1 11 川)年以米継続的に

実施しておリ，今 100\ は従来より 4

hili(.':j い高 J~35km か句の大気を I;;i 取

することとした。'Ji.験は順調に行

わtし回収にも成功し-i't重な成

府凶人 ιt を取引十することができた。

(矢 1;~ {尚之)

旦旦盟旦豆旦旦目

盟主呈主主じ旦三 i

。tX lI副市~'iQ. !lIlT)

。

。

ノフック疏 Ill!» 光~j (固 on
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暗示
SFU搭載実験機器(その 4 )

~j二:'白下|学研究所栗林一彦・山下雅道

*MEX (凝固・結晶成長実験)

Ij: 1'i はアルミニウムに敬ο。的制を 414 ぜた介金細

川を. i，'"t!主~.)配卜で剖 Vi] させた|徐にはられる IMl l

1た 1111t でめる ;ik!o" li出 l主/戸大きい場介にしばしばJ)L

われる o J曲1件。イャ全制械を 4悦 lin させると fr?'t'tJJ;(

rl よ""判 II I!I II ニ 1JI;IH: き At W- l( !i j !i f芯には;出 '('t i民 l史的正"

L 、'i i(i.b&: が If 手JjJ<:される 制牧状， lJ1 町 Il\iJL あるいは形

態(出!I II.校 IBJ~·I' 島~，.光端的'1I 1't~'n 王寺)は よ二

の討 l域内的 inl 立勾配と尚 J主勾配かり決まる、ニとが

.f' 1!. ，指 (I~J に(. ;111)~ it ている とよろカ， Jl!! J では -Ut

U は ~hti l の県民 'iJ )J となり.なかなかJ'I\品jill りには

ならない 先端か I'，流Ji llljへ 1可j <. F流ははか附

くなる等が 111 ;汗されている 徹小.[.( )J なり 1%乱れ

のない.fll!. :t!.t的な形態が f~l\ られるであろう という

のか本'た験のモーティブフ均一スである

成長粂 ('I が形態におよばすWI)は .fャ -:'~f;叫地的;1{

1，1，[以外でむ多く X11 られている。窓ズガTラスに 1什/' <;/水./(く

σH手村:i円川}りh『川 l川l

ん: I;~際Rの主 ~\.H 椛I庇k ザ伴件 lげ刷(，削 II 形 f態些主な今どはその j掛F処L門ベ叩引 t刊l てで.' ;あh る さ"、 3

lにニ lはよ主針H必tι'"防付の!出1;':、1:'1サl一休の!庁形f杉3ρf態佐ι， 'I)す'c企よ h ち砧制J イ木〈のIi川川r\川iリl川仙附判

校の II川lH川lりII'附州写 L ニ的附的形態'弘正'~H丹カテゴリーに

入るのでは主いカ、と勝 f に必i草している

日 FI! では サアンノニトリルという向機t.N ，\，'，

に主主%のアセトンをiJ.t.ぜたものをモデル介 -:'t::，;式料

として誕I ，'il j位打の liT 悦化 ¥~，f.t'('(Jには ~H世 h・1:0，;I

に上り.県 IIii形態と弘 1!t 1J 円G. inl主主J配を 1 ，， /11 年に

‘\III，己しようという ι グ〉てーある フ主< \、 It: ;1'甘tml

の侠 L 、 i;(i肢の弘J!t勾円G. jnJ~勾 ~c む;1"1 れるのでは

な、、ヵ・と'/桁カ、 lニ!叫 i '\して L 、るところて"J) る

(くり 1%ペコし・か 1" ひこ}

一 7

合 BIO (宇宙生物学実験)

地球|の 'I 物は. その白昼 'I二以米地球 '1:.~1舗を 'I

hH\L. そのf~'t境に適応、 L ;j.'がら准 iじしてきてい

る。 ;<"Iii での '1-:，物 Y 州先(立 '(()J 主ど地球 l では

あるのが"，たり fill'の j定i止をか/\量化することによ勺

て I也球 'I 命についてのJ'i!桝を深めることができる

これはとけしなおさす 人 I :li i山動的場を地f;Rから

.j':'Iii へと {Ii 大して札、くのに吊吐t£~証知ぷをうーえるむ

グ〉となる

S f' U ての 'j': 'ti -j' ).f験 I' 長~Iiに選:;fiL /e) 也球'I'，物的

Iつ 1"- メタカ lj~ てeある ノダカ・圭干Iii Jj li!主 i :.i. 1主

を l、 Ifるニとにより.発 'I をある f1附で休けさせ

るよとヵ、できる 保々な 1~'1・ r1~丹で休Iiさせた :E

M卵の 1t 'I を帆J直 I'，て'進的， ~t'l の作段附におけ

る j':'IifJi; IJ 止のむ刊を.J，'，!べようとしている むう

つは メスのアカハライモりである イモリは主

きに j< 'IiI実験 IIi]さの 'k~ 物であり ';<'Iii'k.!肢の化

If~ 'I 物とな勺ている d 主寸 i庄りは冬 III，できる 'IUt

辺に j"/ イ; L , ，必験がIH·)給されるまで冬眠状態て凶あ

れば句什'j'{IU由J2iιι 少なくてすむし句打|げH干の

機械i;;Utl を 11K ったまま知l りずにへJ リ jli!Jごすニとか

できる l だろフ i そしてメスの身体的 'I' に ltj"/ほさ

れた仏 f によリ Jill を:1::fi1j できるたダ). 'f 'rii・での記

lι というヂ隊かな i品 r，i なしに新鮮な'走粘卵を吋る

ことができる 72聞な〆スは山 'n のオスと交leo し

ていると mJ!，~できるので このノスを j~んて+ゎι

l に足れU.'. .j<'IiiI;'1.t2止の i13刊の大きい卵のごく初

ml円花 l J:. j曲 f'，'を副t~'をすることカfてきる もちろん

.j.:'Ii iでの冬 11K からの覚的 Nt Jill 行動などむ砧 414 の

J' .J 事とになっている

7コカハライモリ

{ベ'ましたーまさ 1捗ち}



A主主 L§ L_
インドを訪ねて

宇宙科学研究所中村良治

4 J-!から 5 月にかけてインドの 7·，サム仲|のグ

ワハチ市にある科学技術研究所を共同研究のた

め訪問した。ア y サム州はインド民大|控の京の

外itに }IU也のように隊れて i ，i 也しており.問仰|の

州との問題，さらにその同開の主に'I'固との同境

問題のため政情は不安定で人|玉|には特別な庁 "f ,ll[

が要求される.一般的にはア y サムキl 俸と世界ー

の多ド同地帯として知られている。雨と言えば.例

年は 5 月 '_1 1 'I I) 頃訪れるというモンスーンが今年は

呉市気象のためか 1 ヶ月早( ~、たそうで.ある ill

など研究所からホテルまて千'r'} ，る i主'I'のあちこちの

道路がまるで川のように~H水が流れていた。しか

し. 5 月になると雨はピタ y と II み.ホテルの災

の川 l悩 500 m もあるプラ-"7'プトラ河の水l自l が日

に円に卜がり砂洲が現れてきた。同がIl.革ら主いと

夜'I'は E布一枚て凶は3尽くて 11Kれないれなのに刷か

ら気沿はぐんぐんあがり.任頃には35・C にむなる

ので焼けっく太陽と相まってn 中は~くて外をと

てむ歩けない。

研究所は町の郊外的丘のふむとにあリ句 IIi 年移

転してきたばかりである。生化学、 コンピュ-)'

とプラズ?の 3 古111"1 で情成されている。今年度プ

ラズマ尖験室に政府から約6∞万円の干nがつい

たためゴスワシ所長む力を入れている。その位の

お全でと忠わiLるかもしれないが，それは貨幣価

値が泌うからで.それがどのi立の虫みがあるかは.

I'll えば JUri)研究者のチューティア助教授の給料が

約 3 !iI' J( ポ ナスの制度はない)，市バスのilia

が町の端から端まで来ってむ20円であることから

推註できる。

昨年インド政府観光局が行った『そろそろイン

ド」のJL符のためかj此近インドを訪れる人(刊に

者い人述)が多くなったようである。そうした人

々のiH が受けるのがし、わゆる力ルチャーンヨツ

クである。戦前'ULで東京子f ちの訟は 'ji'( l主的東京

を凡ているのでインドの町を凡てむおい人民には

n~かない。日本の人j} ，ドカ%前田1だというリクショ

ウにしても入力与をって・，]I つはるか自転引をこぐか

の泣いはあるが，日目fn24か25年可i.父に辿れられ

て相 II党比物の後， I桜前かり人力-4!て凶れ，i った記憶が

ある。とはいえ.炎大下.太った夫婦を後に来せ

て1'1 と皮だけの紺"、h!. ででニ』まこ辺をニいでいる

¢KのfU!は正悦に耐えなかった。町にはいろいろ

な来リ物， 3 輸のオート力 ll(・タクシー.パス.

トラ， 7 ， スクータ一角 ，'，家用 lIT. ， !j"..lJ !J に rj I かせ

た 1'I:t IP なと。力行じっている均九そit以外にいろいろ

な動物が道路を歩いているのである。 fL.が見た I':

けでV，'， 犬. 4iiiは勿論， *，針?身t，同， illt·,

鵠，家鴨である.特に牛はラ'/ /'ュ時で大通りは

前j阜の IF て4こ'ったがえしているというのに jf!の点

中で側主t ガスとうるさいれ』めクラク y ヨ/を mひd

て !..'Iド，主父にて

ていて人よ}り)む'恥|ド q雌4企=先てで 'cω a rsocI叩ctげy といわ tれL て

いるカ fι司イ/ドは 'I カf優先で l!( L よけなけれ 1;1'な

らないから cow SOCletv だと;Jったら笑われた。

そヲした l~i と動物の共有:はヲまくいっているよう

である。JIi.にひかれた動物の死骸を凡たのは一位

だけで.路上に ital されたょにの死体を 3 - 4 中J の

むがついは'んでいた。ヒンズー教に由4とするのか

インド人は動物との共存を苛んでいるようである.

問中のあちニちにつくられた円然{足..Cl' 1ズがそれを

ボしている。また感心したのは蚊む殺さないこと

である。山f究所の ltil 凶には沼地が多いためタ }jに

なると窓から蚊が91\をなして人ってきた。ズボン

の lーから!..!liIJす大きな蚊である。 fL.はすぐ千でた

たいて殺したが.もむ、こうの人は干て

けてでeあつた③

M:・近 I') ，白1のため ihj外旅行円が:~，WI しているよう

である。 il排外にでかけるのならそ 7 したカノレチャー

シヨ "/7 をうけるためにイノドを若い人述に納めて

いる。急成長を J韮げた円本が火なったむの， fL~宝

や技術文明に71i されない中川に会えるからである。

(なかむ句ーよしはる)
。
。



_'J~，~，J穴ト~

~込出 ~m 一略号のしおり- KSCでの作業班の名前

'j:"LiliE の中て市 Iれな〈交わされる会話の中に句

KE だの SJ だの符 l のような百繋が交じるニとが

あります。それらの中には. KSC(Kagoshima

SpaccCentcr) で行われる 11 上げオペレーション

に関係したものが多〈合まれています.たとえば

KSC のミユー ロケット打上げ作業では. 300 人く

らいの実験腕只を.ロケ y ト側 20. i柑 .b~. filii10 ほど

の雌に分けて能率よく f±4i をしていきます。その

ロケ y ト IWI のHE 制 l此の'I'から、時りになっている

ものだけをピ y クア y プしてみました。

[Iく E] KagoshimaEquipmellls

KSC には.散布するセンター l目I (及び~セノタ

内)の屯 31 のiJ.山市となるケ プルが網的自のよ

うに d長りめぐらされています。またこういったケ

ープルは、ロケ y ト.q，: f~ ・ i~i t，'.牛;休とむ屯気(I 'J 連

絡をする ψ~ があります。このー述内気の泣くな

るような r ~II 続系統 J を判 i官に1\理するのがこの

J柾の Ii 'I'; です。尖験場で i止も忙しく占.ち H小、てい

る人たちです。あリカ f とう. KEHEl

[PSJ I'owcrSourCC 集中電源

ミュー・ロケットの J引を機掠の n~ 捌'I'のエネル

ギ-1 掠はItIi DiJブースタ鋭部.第 l 段モータのノズ

ノレ部.第 2H ，t· 苦\ 3r止の~Ii部などに集中して来せ

てあるパ γ テリーです。地上で作業している時は

外部からの~tL i'hli をJl]います。外吉11m淑では，各系

のII\)j'iWL:.iii'l'ifl !.ifi Lのチエ '1 7 訓械を行い、

|人 l部屯跡、では.各if，、の III 力五It. i自 'i'l; 正力 iι 残

存谷1il~干のチニr.. "/クを行って，必主!なタイミング

に補充屯を実施. ~;~~.する JIE です。

[eN]Control 姿軍事制御

ロケ r トに拡・股したコンヒュ -1 には. )，~準と

なる安勢 PI を記憶させてあり.実際の n~m がこれ

か句ずれると.そのずれに応じて制御の日様値に

Ill] かうよワに.

ｷTVC(ThruslVcιlor Control 推力方向制御)

ｷSJ(SideJct: サイドジェット)

ｷSMHC(SolidMotorforRollConll'ol

ロール制御汀 l附体ロケ y トモータ)

などによって制御されます。この U椋 II在(安勢)，1;

i~:f 直)を'i'i' ~l. 尖際のロケ y トの安勢をジャイ

ロなどをJflいて計iII ll するのが.

CNE(ControlEleclronics 姿苦手制御電子部)

腕であり.上記の TVC ， SJ (，独立の庇としてそれ

ぞれの制御用ハードウェアを管理します.

[RGlRadioGuidance 電波誘導

場合によってはこの姿勢基準を変更させる必要

があり.その変更命令は地上から電波討すて eロケ

y トに送ります。尖際の ffV 告を味視しながら. コ

ンビュータがり ~H する姿勢"~ i¥'!ti.淀命令をチニr.. ';;

;'-l ，送討するのがこの班の it'f'; です。

[RSJRangeSafety 発射場保安

たくさんの維業を績んでいるロケ y トの作業は

安全に十分気をつけて進めなければなりません@

それは作業を行っている全 Uが心にとめておくべ

き事柄ですが.その保安の指仰をとる班です。ま

た打上げ Ilij にロケ y トの部下 f恕区域に船がいな

いかどうか餓認するのも，また発射後は，ロケ y

トが呉市な t走路を JI~ んだ場介句必霊 j に，，~:じてロケ

y トモ -1M iJ出やタイ 7停止の指令~ti: i庇を ill るよ

う指市(飛捌保安)するのもニの HI です。

lOP]Operation

発射， iij の数時 H" にわたリバルーンを用いて計 illll

した風プロフィルをもとにロケ y トの発射 fl.j i1fjJE
Rを決定する仕ギと.発射後はレ ダーやテレメ

ータ，光学班からコントロー Jレセンターに;苛せら

れる i皇跡データを L とにしてロケ y トの径路が正

常かどうかを忠悦する役目を持ちます。発射 'lii は

ミュー・センターの宇地下にあるミュ一也伽 l室が

全体的作業を慌 ft しますが.発射されてからは.

RG 庇 ·RS !if.とともに、 OP J!Eが管制機を引き継ぐ

わけです。

以 1-. がロケ y ト関係の HE 名のうちで.聞いただ

けでは判断しつ'句いむのです。なおロケ y ト fWI か

ら見て i柑11 グループ全体を SA(Satellite) 、鋭

illll ロケ y トの場合には搭般機総グループ全体を1'[

(PayloadInstrumenls) と -M して呼びますが.

尖際には SA ，円のそれぞれにいくつかの庇が含ま

れています。それらは稿をあらためて紹介しまし

ょう。 一宇'， ti 研 的川泰宣
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ちょっと長いひとこと

この s JJ は， Ji(1m でのあ 3 凶|可際 i ・'Ii i11τj::'di機

l見|ワォーラム( SA 卜 [S Y:，，/1 6-18) そして点京

でのお J7igj' j-'Uif ト乍枕ぴ技術的|司際y ンポジウム

(IS'I 邑 5/20-25) と j、さな [EI際会J品が 2 j~lllJ続

いて H -1<で 1 j'hiし何れむ 1とリある脱会でありま

した l則係釘の Ii .々特に ISAS の 114村 1叶iとを初め

とする il'. fiil ペJ本番に努ねされ多 1m された先生万に

X，) し敬むと湖むを去したいと且い、ます

これりの I:il fIi'il' .1.1'1' の成る n ，松 l己教 11 から突

智人.本側へ内投析をキ II まれ「焼件「にまつわるので

はなく‘なんて "ι よいかり」と汚わ i l. ，;卜交けて

しまった，人約て Fすω

ゴーはこのなんでしょいというのが， 111 今?スコ

ミで11" 1-; しい ["II:~ 化とか民丈化交 illt とかに l弘Ji 出して

いるのだ .fl(々日本人は， 1'1分 J主がホモジニアス

な止: It を仙っているん I' と 1;1じている いにしえ

の朱Hi時代以米.共通の， t~ と文{ , ~ff~jかり胤

俗世't i~~ までか.北海泊から沖縄に雫るまでt!1'tt
な丈化として.fl(々は引ってきている。 TV ff! i直な

どがこれほど発注した収山では全 l王l どこでも.識

もがい 1 じ~1.1，.、をしており， n4'人向上~'J JCt化 '['均

化{j: Mi々材、るであろう 品Jn·門ーの ，\-h I,. 、立:1じて日は

JI いに lぇ凶したり，t-t，泊したリすることを峨い r そ

こまて'-.J hむくても そ ill止のことは|サl る7";: J と

か「これまでのしきたりによりよろしく J との思

暗が働き ， I世搬を泣けるようになる しきたリと

は「 ゐ;f~ J であり.これまでやってきたこととい

う店昧で， it'lIi".1町内とみなされる。 l叫内では.

ニういうIi出納説はよいのであろうが.ニれはあく

まて'日本人ムラの'I'て'しか3岨じないのI: r こI.l

{止のことは J匂『長年内trt行どから」かり「なんで

L よ1，.'J' ri可担，Ii よろし< J 等というグ〉は句 U

外1"1に H\i し 1% i岨じにくし、何人'。こちりかり d 川 j";!i(

〈何度む"見1リ l する. +IIrーのム工場 •l'i~;叫・芯比を庄
内干しようと叶る努力 ι 必 l~なのだ。ニ的ニとは.

丸、わゆる Ltil際化をここ，"2，jfに実現しよヲとする日

本には寸、可欠となってきている。lI!に「胞ぷJ と

か「以心伝心J， rHI 日"判 I!m らす rlI{j'燃の;hi-・解 j

の思考は .HE 史ー文化 行止 iの迎う人々に対して

Ii. ;:見 1! ト))ヵ、当日まってしまう。

ニのようにみると， H 本的国際化 民文化交流

とカ・に I" 町 JH'J そグ) f也f:， t.«I~J 主こと f:lt て"I" なく

秒~O) 与え Ii をI;J J I) 十担えるニとカ叶 T 安て Hある。明記 I

Aミ午に 111 メに Wf'γe した 't'[lij の大文"{ rl'}~} 込町いう

r¥ ，'liNI の己主治」が大 I> であって. それは金銭とか

物質的なものより ι. はるかに優先することがあ

久保園晃

ろう 彼カ O; ;'f"'j' した吋 i. U1<には多くの'I'[Ii[人 WI

''';:1ヒが. トl 本的近代化を 'I' 同に L '.lUll したい店、い

で米 H したが‘そのWiんどが州同 it ， 1凡 U I)-9'

と主った o JJI.仇.米 H しているアジアの Wf''(:'I:.j 主

かムラの忠巧で II 本 II刊が上れとする l拠り [Ii ひ~ .~\~ j且J主

的よヲにならないという f~L:正 lよどニにもないと同

えよヲ

l羽'"首 f本::n ニニて '1< ~、!判 l~ilri~ lJ. llill~~ 協力が t

'Ilて'あるといわれる i-: Hii{ i! fr}jについて 可。よ〈

i仰心 j~1 のように伐々 Nλ 日 IJA は 1969 年同 H 米政

)(， fI Jl j 協定に人~づ"'， :-l AS 八.米昔、耳、 1耳?と~..t l~:i ii· よ人.

H:Wi~/l: 肋‘附入というやリ Ii で持)) L.，山仰の II

一日ロケッ|や fQ ，j Il l.を Ilr-J 1色できるまでになゥた。こ

の1:tJ政策 I'. の mIJ~~)' よあったといえ.我々技術以は町

日久目九や~企業 1則と話 t，:面をしながり b. ''{ぶべき

ことは''{ひ\よい友人を!?<刊つ ζ とかで~. {, I
，III 世Hf. ι できた リタイアされた先述とら友怖を

むった丈i岨を続けたり 初めに述べた I 己 rs 浮の

llil際会議で ι情報交流を凶り句家，j，ぐるみのつき

あ、、も続けているの実務抑止I レベルでは.本|叫に

以らず 'j:: Hi関係 ['EI の方々とは民文化記流に努めて

いるカヘヘ吋まり lλ)) グ) Illiかりは. NASA等にはま

だまた'法があると内心では思っている

ところで111'年 6 )-1.今 III 紀以大のl到際協力ブロ

ジェ 71 と dhiLる iii 久的イi 人 i 耐ステ-，..ョン

のmJ~t '利 III ・逆用に l対する H 米1 9:1m~ハートナ

的多 l-lil/l ll 協定 (IG A) の同会本必のあと.今 1f.初め

より開発段階に人った H 本'J f験モジ斗 Jレ (JEM)

については 実lifti 機関としての NASDA は 1S

AS の Ii 々を和Jめとする l対係機関 企業を含めた

オ Jレ・ジペハン肉体制|で. ~~丈化交流に取り組

んで‘ I' 大|叫1'1;\ 1品川町モデルとしたいと店、ってい

る この ["II税関I} )J は.勿治111[[人l 協力あってのもの

であり， I Ii[内外といわずグローパルな J~ :t!，t で i
';1占ずべきことは i:. 'jl~ した t で， H 本のよいとニろ

は l収り人れた l 目際'下'由ステ ンヲンに ll: I げたい

と努力しておリますので 関係者の Ii 々のご|品)I.

xi&: をお願いする次第です」よろしくお願いしま

す(やはり H 本ムラ的党古になってしまいました

干にご谷教を)

怯It!.教h(かりの「なんでむよいか句」の依舶に

付して }ι いつくままを記してしまいました。 ISA

5 の怖かしい-?'j': λ な i卸j'{::肢をいじ， ISAS/ メif\ S

UAI:l J 必には 111: 1#半Hi機|品!との制 l/diHぅL をいじて、

夫干しします
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